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蔵 前 技 術 士 会 
 

第七回 定時総会 

 

（平成２０年度） 

 

開催期日：平成２０年４月７日（月）１８時～１８時半 

開催場所：ＣＩＣ／田町 ８０６会義室 

 

 

 

次  第 

開会の辞                      山岸 千丈 事務局長 

 

議題 

１．会長挨拶 

「平成１９年度の総括と２０年度の展望」    佐鳥 聡夫 会長 

２．日本技術士会状況報告             植村 勝  顧問 

３．平成１９年度会計報告             山岸 千丈 会計幹事長 

４．監査報告                   日下田・佐分利 監事 

５．平成１９年度行事実績及び平成２０年度行事予定 尾島 正男 企画幹事長 

６．平成２０年度予算説明             山岸 千丈 事務局長 

７．ワーキンググループ等の活動成果及び活動方針 

（１）技術士受験支援ＷＧ                鶴岡 寛治 リーダ 

（２）クラリカＷＧ                   田中 満生 リーダ 

（３）知的財産権取得支援ＷＧ          宇高 克巳 リーダ 

８．新会員紹介                  山岸 千丈 事務局長 

 

閉会の辞                      同上 

以上 
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総会資料 

総会資料 １ 会長挨拶「平成１９年度の総括と２０年度の展望」 

総会資料 ２ 蔵前技術士会のペーパレス運営システム 

総会資料 ３ くらりか関係記事 

総会資料 ４ 日本技術士会活動報告 

総会資料 ５ 平成 1９年度会計報告及び監査書 

総会資料 ６ 蔵前技術士会役員及び役割分担表 

総会資料 ７ 蔵前技術士会規約 

総会資料 ８ 平成１９(2007)年度行事実績 

総会資料 ９ 平成２０(2008)年度行事予定 

総会資料 10 平成２０年度予算 

総会資料 11 ワーキンググループの活動成果と活動方針 

(1) 技術士受験支援ＷＧ 

(2) クラリカＷＧ 

 

 

 

添付資料 

 

添付資料 １ 最新会員名簿・会員構成層別データ 
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総会資料 １ 

会長挨拶 平成 19 年度の総括と 20 年度の展望 
平成 20 年 4月 7日 会長 佐鳥聡夫 

 蔵前技術士会は蔵前工業会直属の組織で、創立以来19年の歴史を持ち現在約150名の会員を擁

しております。以下前期の総括と今後の展望について記します。 

 

1. 平成 19 年度の総括 

 今期の活動は期初のほぼ予定通り終わったが、18 年度から繰越金がほぼゼロのため、蔵前工業会

からの助成金が入るまで緊縮財政を強いられた。今後は数か月分の繰越を残すよう努力する。外部講

師の削減、幹事会のメーリングリスト化など、支出削減策を実施して剰余を産み、クラリカへの追加援助

や器材（プロジェクタ、パソコン）購入など、結果的に前向きの支出を行うことができた。 

 通常の活動としては隔月ごとの例会５回（４月総会の後半は蔵前ベンチャー相談室との共催）、11 月

の科学技術セミナー、見学会２回（１回は窯業同窓会と共催）を行った。 

 公益活動は過去にいくつか試みたが、最近はクラリカ（蔵前理科教室ふしぎ不思議）と技術士試験受

験講習会に絞られてきた。クラリカは平成 17 年の開始以来、年々規模が倍増し、19 年度は 82 教室、

参加児童数 2500 人を超えるまでに至った。受験講習会は参加者 16 人と規模は小さいが、技術士試

験制度の変更に伴う混乱の中で、講習を継続する貴重な存在となりつつある 

 

２. 平成 20 年度の展望 

 「例会の講演内容が専門的過ぎる」との批判があり、講演の平易化と技術以外のテーマ採択に努め

たい。支部、窯業同窓会、蔵前ベンチャー相談室などの行事に積極的に参加し、活動の活性化を図

る方針である。また、高齢会員の要望に応え、厳寒期の２月のみ土曜午後に例会を開催することとし

た。 

 公益事業については、19 年度に引き続きクラリカと受験講習会に注力する。クラリカは今後ますます

開催要請が増えると予想されるが、われわれの人的・資金的資源とのバランスをとる必要があろう。

NPO として独立すべしとの声も聞かれるが、今のところそれによるメリットが見出せない。受験講習会は

「受験すべきか迷っている人たちへのガイダンスを行っては？」との提案が寄せられ、今年度中に試行

の予定。 

 一部会員から要望されている業務斡旋については、プロジェクトリーダの志願者がいれば検討を始

めたい。日本技術士会の有志が始める新しい受注組織「国際技術評価機構」との協力体制も検討する

予定。 

 

蔵前カード加入のお願い 

 当会は蔵前工業会からの助成金で運営されているので、会員に蔵前工業会会費納入を義務付

けております。次のような特典のある蔵前カードへの加入をお願いします。 

 

1）社会的ステータスを示すゴールドカード（VISA との提携カード）であるが年会費は無料である。  

2）ゴールドカードの特典（高額の旅行保険、空港 VIP ラウンジ）が利用可能。 

3）蔵前工業会施設の利用（田町の談話室は１割引）や行事参加費が割引となる。  

4）「蔵前カード」引落しにすると年会費が若干割引となり忘れる心配もない。  

5）通常のポイントの他 0.2％が，蔵前工業会に還元され，母校を支援することになる。 

 

申し込みは https://sns.kuramae.ne.jp/kaiin/?a=Kaiin_moushikomi にアクセスするか、蔵前
工業会事務局 03-3455-3211 にお電話ください。 
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資料 ２ 蔵前技術士会のペーパレス運営システム（平成２０年４月現在） 
 

会  合 
総会（年 1回） 
例会及び講演会（隔月 1回） 

 

研修大会（年１回） 
見学会（随時） 
ＷＧ会合（随時） 
幹事会（隔月及び必要時） 
公益事業、技術士受験講習会 

 

同上、クラリカ理科教室 
同上、知的財産権取得支援 
 
システム構築の要素技術 
会員メーリングリスト 
 
幹事メーリングリスト 
メーリングリストグループ

ファイル 
ホームページ 
 

会の構成 
会員（１５０名） 
 
 
 
会長 

事務局（事務局長他） 

 
③新入会員紹介 
            
         
⑦閲覧 
               
          

     
 
 
⑦閲覧 
         

 
④出席通知   
 
 
  

会計幹事会（会計幹事長他） 
企画幹事会（企画幹事長） 
技術士受験支援ＷＧ 

クラリカＷＧ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④会合案内⑤出欠記録 
   
 
      ⑥書類記録 
 
 
 
 
 
 
 

⑥書類記録 
      ⑤出欠記録 

④会合案内 
           
                           
            ①入会申込み               
    
 

知的財産権取得支援ＷＧ 

②承認・通知・紹介 
 
 
 
 

               
 
             ①入会申し込み                         
 

 
注意：メールアドレスの変更届が事務局宛てになく、ＭＬが不通となった場合は 

退会とみなします。 
 
 

会員希望者 
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総会資料 ３ 「くらりか」の紹介記事 
 
(財)神奈川科学技術アカデミー HP 
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蔵前ジャーナル（No1005、2008新年号） 
 
くらりか活動報告 
 
ものづくり教育研究支援センターの支援に感謝 

蔵前技術士会会長 くらりか顧問 佐鳥聡夫（36機械） 
 
蔵前理科教室ふしぎ不思議（略称くらりか）は、多くの学校や児童館から声が掛かるよ

うになりました。毎週どこかで、時には同じ日に二箇所で教室を開催することもあります。 
こうなると教材の準備が大変。少し作るのは遊びですが、何十人分も揃えるのは仕事です。 
ここで強力な助け舟として登場したのは、母校大岡山キャンパスの「ものづくり教育研

究支援センター」です。工具と作業台が完備し、作業スペースも十分。教材や備品を保管

する棚も用意くださいました。本当にありがたいことです。写真のように早速くらりかメ

ンバーが集い、教材を作ったり、新しいテーマを開発したりしています。昔の井戸端会議

と同様、世間話をしながら共同作業をするのは楽しいものです。皆さんも「くらりか」で

一緒に遊びませんか？ 
ご興味ある方はくらりかのウェブサイト http://krpe.net/kurarika.htmlにある予定表を
開き、田中代表（tanaka-m@kuramae.ne.jp）に連絡して実際の理科教室をご覧ください。
これまで何人もの方が見学され、メンバーとして加わりました。何回か教室に参加すれば

もう常連です。知人・友人が増えるのは楽しいですよ。 
 

 
 ペットボトルを使った“くらりか式ヘロンの噴水”教材検討会 
左列手前より 山田(S43) 荒牧(S35) 
右列手前より 大澤(S35) 高木(同) 田島(同) 山岸(S38) 高橋(S37) 
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総会資料 ４ 

日本技術士会（平成１９年度）活動報告 
 

平成 20年 4月 7日 
蔵前技術士会 顧問 植村 勝 

 
日本技術士会は、ビジョン２１を踏襲しつつ、新たな発展期にさしかかってきました。 
新会長は、重点項目として、「技術士活用範囲の拡大」「会員拡大」「社会に向けた情報発信」

の３課題を掲げて具体的活動に入っております。技術士会の活動と今後の方向を示します。 
 
１． 科学技術基本計画支援に関わる活動 
基本計画は第３期を迎え、平成２２年度まで、「モノ」から「ヒト」への重点志向となり、

日本技術士会は、これに呼応して「科学技術基本計画支援実行委員会」を設置し、支援活

動を検討している。理科教室支援は、その一環としてすすめている。また、総合技術監理

部門の位置づけと活用を明確にし具体化する。 
 
２． 公益法人への活動 
政府の公益法人制度改革により、法人の見直しがすすめられているが、日本技術士会が公

益法人と認定されるよう、顧問弁護士と協議し、技術士会の公益性を明確にして、文部科

学省に働きかけている。 
 
３． 業務拡大、会員拡大 
特別の委員会（KK 委員会）を設置し具体的施策、実行計画を検討し進めている。有価証
券報告書の技術関連事項や環境報告書の技術監査などへの業務開拓、及び資格取得と会員

のメリット・優位性などである。学会が主催して資格制度を設定しているケースがあるが、

技術士資格は法的裏づけがあり、資格の優位性が担保されている。大学、学生、社会への

広報を進めている。 
 
４． 技術士倫理・技術倫理の啓蒙 
技術士法に定められている責務、プロフェッションとしての技術士像の実現のため、技術

士会の目的再確認と倫理綱領の見直し検討を進めている。また、技術士の専門能力向上に

向けた CPDの拡充を図り、社会へ発信している。 
 
なお、平成２０年３月１３日、日本技術士会臨時総会及び６月２３日に総会があり、平成

１９年度活動報告、収支決算、及び平成２０年度事業計画、予算が審議される。 
                               以上 
 

 
 




